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A　145 乾俸食品の調理/二関酋3冊究n

　　　　大裁t)"スKK　　　O殿畑禰子

　　　　京都府文佐治科学　　畑明芙　函丈芙子

　目的　乾廉金品の欄理にあ｀いて，凄ヽ味向J=のために行う‘'毛どしぇ,禎作に/も困舞な手

弐も多く奪明にほ知られていなロ。そ二で･濡報では，｡秀参をと'J あげT^どし過程を沸荷

解明したが，洙報引s干猪蹄筋。干貝につい７ 2， 3必若どしオ堵瓦積釘しなび｀ら，m理

材料とし7最も羞七Tz:条件見仕司'たあの僑査-^行っT~。

　方掩簡略筋は油中加幣処ヨと水中to m処理0)2オ->fz-ヽ行っ鳶。珀中加僣沼理は処理に

3 a 闇£かけT行う方砥とI a ■?■仕にげる方遥の^オ逡で･タ水ヂ加衆処捷はヨ日間Tｲ士上

げるも<7)と目ﾖ7-仕｣二げるもの，さりこ冰中にQ3男重曹水を利用し7こもののヨ方遣乙行っ

た。干契ば材料^聊湯水中にλれたまま戸蒸レ器内で加や不る方剥こついて検釘した。そ

鍬らの砺If 過矛 i;材料を取出し，重量と容積変化-^調べ, でうにレオメーター聊硬さの冽

定乞行っ仁。

　蜂果　干哺蹄筋を油中で' I日でヽ仕よ=げ3方法ば｡, 簡単に処王里出芽かフ軟化膨潤速度ぞ早

い力ぐ，組織はあらくもうかっr=。3 日間でヽ仕r.げ■^る方法で･･ら　I 日仕よ二げ｀茲/二比し，軟

化膨潤速度は端憎で･函リ，かフ石更いとりう勁果てヽ‘あｰﾊﾞΞ。水甲加鞘処理遥では，け

よｰげ｀る方汰，3 B Zヽ仕上If 5方法ともに，佃中処理よリフやもよももビし後調理有料と

し7ほ盛した硬ででヽ貧好と恩われ犯。な^ﾆ3重曹水処理倆均－/二早く軟化する傾向がみら

刺β。

　^雅ほ加魅時間の経過とともに軟化が進んだ鴫調理程料とし7 ほ加郵廓分穆が最適と

尽われ7=。


